
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

   ..2022 令和４年 結っこ田んぼ日程表..         

第１回 田植え ５月２２日（日） 午前９時３０分～正午 

第２回 除草   ６月 26日（日） 午前９時３０分～正午 

     田んぼの生きもの調べ 

第３回 稲刈り ９月１９日（月）敬老の日  午前１０時～正午 

第４回 脱穀、収穫祭  １０月２3日（日） 午前１０時～正午 

 

 

 

 

 

..2023 令和 5年  旧暦正月迎え 予定表.. 

年縄づくり  １月８日（日） 午前１０時～正午 

旧暦の正月の準備 １月 15日（日） 午前１０時～正午 

 

 

旧暦の年越し、雪灯り １月 21（土） 午後４時～８時 

 

旧暦の正月 １月 22日（日） 午前 9時半～正午 

 

旧暦の小正月 2月 5日（日） 午前 9時半～正午 

※ 脱穀とは、稲からもみ殻をはずすこと。 

民俗村にある“足踏み”脱穀機と“唐箕”（収穫した米、麦、大豆などに混入している茎や葉 

などの残渣を風力により選別する機械）で作業を行います。昭和３０年頃までの作業風景です。 

※ 収穫祭は、田の神への感謝の祈りを捧げる感謝のお祭りです。 

田んぼの収穫したヒメノモチを臼と杵で餅をつき、「お駒堂」にお供えをします。 

また村内１０棟の民家、道具、一木一草１２０か所にもお供えをします。 

 

民俗村入口県道沿いにあんどんを設置します。「年越しそば」を食べましょう。 

 

園内にあるお駒堂へ初詣に行きます。昔の正月遊び（凧上げ、コマ回しなど）。 

 

みずき団子を飾ります。 

 

 みちのく民俗村は、古民家と自然の調和を

大切にしたいとの思いから、旧暦を取り入れた

行事を行います。 

結っこ田んぼは、棚田のある風景のなか、

昔ながらの方法で、田植え、草取り、刈り取

り、ほにょがけ、脱穀と収穫まで行います。 

こうした農作業は村の景観づくりにも大きな役

割を果たします。 

収穫されたもち米「ヒメノモチ」を臼と杵でつ

き、各々の民家及び一木一草にお供えをし、

旧暦での正月を迎えます。 

  

 

みちのく民俗村 開村３０周年 


